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大学生になっても読んでほしい

アートっ
て
なんだろ

う？

リズムが合った
ダンボールとの出会い
　美術の世界を志したのは高校1年の
時。クラスでみんなと一緒に大学進学
を考えていた時に、「絵が好きだから、
美術で自分を表現できたら、生きてい
る実感を深く味わうことができるだろ
うな」と考えたことが、進路決定につな
がりました。
　高校を卒業して最初に入った大学
は多摩美術大学。当時、多摩美からは人
気のシンガーソングライター、荒井由
実さんが、武蔵美（武蔵野美術大学）か
らは芥川賞受賞作家の村上龍さんが、
といったように、ジャンルを超えたス
ターが生まれるなど、私立の芸術系大
学は、1980年代のジャパンアートアズ
ナンバーワンと言われた時代を予見さ
せるような輝きを放っていました。
　結局僕は、翌年、東京藝大のデザイン
科に入り直すわけですが、ここでは1・2
年生のうちに、基礎的な創作活動を経

験するために様々な素材に触れます。
3年生で自分なりの表現を探すことに
なるわけですが、鍵になったのが素材
やテーマ選び。周りの教員から教わる
のではなく自分で探す。というのも、芸
術系の学びでは、例えば教員が40歳な
ら学生とはほぼ20歳違うけれど、同じ
表現者で、美術史から見れば同時代作
家になる。テクニック的なことを教え
る・教わるということはあっても、大人
と子どもとか、学生と教員と区別する
ことにあまり意味がないからです。大
事なのは、自分で何をどうやって生活
の一部にしていくか、でした。
　そこで僕が選んだのがダンボール。

大学トップからのメッセージ

東京藝術大学学長

日比野 克彦先生

P r o f i l e

1958年岐阜市生まれ。1982年東京藝術大学美術学部デザイ
ン科卒業。卒業制作で第一回デザイン賞受賞。1984年同大学
院美術研究科修了。在学時にはサッカー部に所属。1982年第
3回日本グラフィック展大賞、1983年第30回ADC賞最高賞、
1986年シドニー・ビエンナーレ、1995年ヴェネチア・ビエンナーレ
出品。1999年毎日デザイン賞グランプリ、2015年文化庁芸術
選奨芸術振興部門 文部科学大臣賞受賞。1995年東京藝術
大学美術学部デザイン科助教授。1999年美術学部先端芸術
表現科の立ち上げに参加。2007年同学部教授。2016年から
同学部長。2022年4月から現職。岐阜県立加納高等学校出身。

それができることのために

　歌を歌うにしても、走るにしても、喋
るにしても、人それぞれの持つリズム
というものがある。だからそれに合っ
た素材に出会えれば、夢中になって楽
しい時間を過ごせる。楽しい時間とは
苦労する、しないに関係なく、その素材
と対話している時間で、そんな時間を
経て気付くと「作品」ができている。
　僕にとって、そんな息の合う素材が
ダンボールでした。中でもそのスピー
ド感。石を削るのだと、1ヶ月はかかる。
焼き物も乾かしてから焼くのに 2 ヶ月
かかる。鉄にしてもそうです。色合いな
ども含めて自分にしっくりくる、それ
が段ボールだったのです。
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作品の写真は、いずれも東京芸術大学提供
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世界を変える精鋭が育つ
研究・教育の場、
京都大学大学院
総合生存学館
（思修館）
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令和6（2024）年度入学者 冬季募集 博士課程［５年一貫制］ 一般選抜試験出願始まる

03

06

07

04

【トピックス】「大学入試学」始まる
生成AIとどう向き合うか

【特別寄稿】生成AIの登場と大学教育
京都大学国際高等教育院・准教授　金丸 敏幸 先生

【特別寄稿】問われる「情報Ⅰ」の真価
共通テスト「情報Ⅰ」が拓く情報教育の未来形とは
京都市立日吉ケ丘高等学校情報科教諭・
京都大学非常勤講師　藤岡 健史 さん

【連載】高等学校「探究」の現場から その2
探究活動のテーマ設定
秋田県立横手高等学校 教諭　瀬  々将吏  さん

【インタビュー】原子力人材の養成を通じて、
未来のエネルギー政策に貢献したい
東京都市大学理工学部原子力安全工学科 教授　鈴木 徹 先生

【インタビュー】生成AIで変わる生活・社会
京都産業大学情報理工学部教授　宮森 恒 先生

【連載】大学ランキングからはわからない大学の実力
「女子大離れ」という言説に惑わされてはいけない
【連載】16歳からの大学論
専門とは何か

【連載】杜の都の西北から 第3回
やはり大切なのはGRIT（グリット）

【トピックス】京都大学ポータルサイトKyotoU Channel開設
【連載】雑賀恵子の書評
「言語の本質」今井むつみ/秋田喜美

大学ジャーナルオンラインから
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ア ー ト の 社 会 的 な 機 能 と は ？

東京藝大の伝統と
これまでのミッション

　本学ができたおよそ140年前は、明治
維新の完成期に当たり、西洋から様々な
文明を取り入れた日本は、生活スタイル
も含めて大きく変わった。ヨーロッパを
モデルに、大学をはじめいくつもの高等
教育機関も設置された。その役割は、和
魂洋才と言われたように、主に欧米の知
識・学問の移入・紹介だったと言ってい
い。
　芸術に関する学問、研究機関としてス
タートした本学も例外ではなく、現代美
術とか西洋美術といった学問・研究の文
脈の中でアートを捉えてきた。それは
アートを芸術と訳した時点から始まって
いるのかもしれない。《学問として》の
芸術、その教育・研究は以来、伝統とな
り、僕らも受けてきた西洋美術史などの
授業にまでつながる。
　しかし芸術、アートは本来、学問では
ない。人間が元々持っている感情が創出
するエネルギーの結晶であり、表現者だ
けではなく受け取った人、鑑賞者や集団
の心も揺さぶるものだ。当時まで日本に
受け継がれてきた絵画・彫刻、舞踊・音
楽、文芸も立派な芸術だし、世界的に
は、今の人類の絵画の歴史は1万6000年
ほど前の洞窟壁画にまで遡る。ものを作
る源となる人間の感情は太古からあり、
学校で描き方を習ったり、デッサンの勉
強をしたりしなくても立派な壁画は描け
る。

未来に向けて
東京藝大が目指すもの

　《学問として》入ってきた芸術について
の教育・研究は、伝統を重ねる中で《縦割
り》の弊害に陥りやすい。例えばお笑い
などの芸能も文化の一つだが、《芸術》と
しては認められてこなかった。しかしリ
レーショナルアート（relational art）、会
話をはじめ人間関係も、生活のすべては
アートであるという概念が生まれてきた
ように、今では文化も芸術として捉える
のが当たり前になっている。
　このような芸術――以下はアートと呼
ぶが――の歴史、概念の変化について、私
たちがきちんと伝えてこられたかという
と少し不安だ。「藝大って入るの難しいで
すよね」「上手じゃないと絵じゃないで
すよね」、あるいは「知識がないと美術館
行ってもつまらないですよね」というよ
うなメッセージの方が強く受け止められ
てきたのではないか。美術館に行って絵
を観たり、コンサートを聞いたりするだ
けがアートにかかわることではないが、
今、あえてそう言わなくてはいけないの
は私たちの責任でもある。
　僕の考える藝大の使命は、芸術の教育・
研究やトップアーティストの育成だけで
はない。
　アートとは本来何なのかを社会に対し
て声高に、しっかり発信し、それを通じ
て、アートを社会の課題解決に役立てる
ことのできる人材を育成し、その価値を
認めてくれる社会の構築に寄与したい。

もちろんこれは大学だけでできることで
はないから、小・中学校、高校の美術教育
と一緒に取り組む必要がある。

STEAMについて

　理系人材育成、あるいはイノベーショ
ン創出が、大学や産業界に求められる中
で、STEM（科学Science、技術Technology、
工学Engineering、数学Mathematics）にA

（Art）を付けたSTEAMをキーワードにし
ようという考え方がある。STEMだけで
なくA、つまりアートが大事だと。これは
理系の研究や技術開発において、今後は、
より豊かな発想力や想像力、観察力や描
写力が必要である、そこでアートシンキ
ングというものを起爆剤にしていこうと
いうことだろう。しかしアートが文化や
日常生活とは不可分なものだと考えれ
ば、あらためてそう言う必要はないので
はないか。
　星を見て、あれは何だろう、宇宙ってど
のようにしてできたのだろうと想像力を
働かし、イメージを膨らませる。それが宇
宙の解明へとつながっていく。人はなぜ
死ぬのかという好奇心から、医学におい
ても遺伝子レベルまで研究が進む。これ
らが科学技術の進展へとつながってきた
ことは言うまでもない。アート、アート的
なものは科学的な態度、思考の土台、基盤
でもあって、後付けするようなものでは
ないと思う。
　反対に言えば、何がアートなのかにつ
いては、藝大だけでなく、教育全体、地域

を 大 学 か ら 社 会 へ 、日 本 か ら 世 界 へ 発 信 し た い
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2027年に開学140年を迎える東京藝術大学。
国内唯一の国立の総合芸術大学で、岡倉天心※１、伊沢修二※２など、
明治を代表する思想家、教育者、芸術家などが創始者や歴代校長に名を連ねる。
ミッションは、わが国固有の芸術文化の振興と国際社会への発信に加えて、
世界の芸術文化の発展に寄与し、
国際舞台で活躍する芸術家、研究者を輩出すること。
このような伝統の中で、2022年4月、現代アート専攻（先端芸術表現）から
初の学長になられたのが日比野克彦先生。
先生の考えるアートとは、藝大の新たなミッションや芸術教育について
お聞きするとともに、高校・大学時代におけるアートとのかかわり方、
さらには、日本のアートや芸術系大学に興味のある海外の若者にも
メッセージをいただきしました。
※１ 1863年～1913年、日本の思想家、文人。前身である東京美術学校の設立に大きく貢献した。第２代校長。
※２ 1851年～1917年、明治・大正期の日本の教育者、教育学者。近代日本の音楽教育、吃音矯正の第一人者。前身である東京音楽学校の創始者の一人で初代校長。

全体、社会全体で考えていかなければな
らない。

アートは心の揺らぎだ
『１００の指令』で意図したこと

　この部屋には、上のように、発想の転換
を促すような短いメッセージの書かれた
額を懸けている。その一つひとつは著書

『100の指令』【写真上】から抜き出したも
のだ。人が何かをイメージするのは、多く
は言語によるものだし、反対にイメージ
を伝える時にも言語化することが多いか
ら、それを遊びにしたのだ。特別に突拍子
もない指令ではないけれども、それに応
えていく、あるいはそれを自分でも作っ
ていく中で、いろんな感覚が刺激されて
いく。
　僕はこれこそがアートだと考えてい
る。
　アートを見て人は感動するが、例えば
油絵なら、ゴッホ、ピカソの絵も、物質的
にはキャンバスに絵の具が塗ってあるだ
け。それを見て感動するのは、絵がすごい
のではなく、見た人がすごいからだ。感動
とはこちら側、人間の中で、その気持ちが
動くことだ。　
　だからアートって、揺らぎ、心が揺らい
だ時に生まれるエネルギーみたいなもの
とも言える。

写真提供：東京藝術大学

写真提供：東京藝術大学
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　誰でも気持ちが揺らぐ時がある。夕焼
けを見て「ああ綺麗だな」と一瞬目が止
まる。旬の果物を見て、美味しそうだなと
思う、映画を見て感動する、音楽を聞いて
いて、なんとなくいいメロディだなとか。
外的な刺激によってふと心は揺れ動く。
それがアートのきっかけ、というよりそ
れ自体がもうアートって呼んでいいと思
う。
　美術館や音楽会には、みなそういう揺
らぎを体験したくて行く。でも、自分でス
イッチが入れられるようになれば、別に
行かなくても、名画や名品を見たり名演
奏を聴いたりしなくても、「なんかいい
な」という世界に入れる。確かに、自分は
これから心を揺り動かされに行くという
心の準備があると、人間は暗示にかかり
やすいから、行った先で感動しやすい。し
かしその暗示力みたいなものも、自分で
コントロールできれば、心は動かせる。も
ちろん人間には、人がいいと思うものを
いいと思えると安心するという集団心理
も働くから、もっと総合的な分析も必要
ではあるけれど。
　いずれにせよ物だけがアートなのでは
ない。それはこちら側、観る側、鑑賞者の
側にある。絵画や音楽は、そのスイッチを
押すきっかけでしかない。『100の指令』を
出した意図もここにある。
　考えてみれば、目の見えない人、耳の聞
こえない人も美術や音楽と無縁ではな
い。心は動くから、いろんなものをきっか
けにして、これがアートだと感じること
ができる。最近、白鳥建二さんという全盲
の美術鑑賞者が話題だが、彼の話を聞く
と、やはりこの確信は深まる。

アート、近未来

　情報通信技術やメディアの急激な進展
で、アートの在り方もここ3年から5年ぐ
らいの間で随分変わってきている。
　その結果、生徒、学生が教員の知らない
ことを知るようになり、先人が、もう先生
ではないという、これまでと違う関係性

が生まれてきている。鑑賞の仕方も、創作
や表現の仕方も変わってきている。作家
の中には、ＶＲゴーグルを使って鑑賞で
きる「バーチャルアトリエ」で製作する
者も出てきている。そこでは重力のある
空間では作れなかったものもできてしま
うし、サイズも関係なくなる。これからの
3年から5年ぐらいでは、こうした作品は
急激に増え、これまでのリアルの、物質文
明で生み出された作品と同じぐらいの量
になるのではないか。その結果、現実の空
間とバーチャルの空間がどんどん滲んで
きて、お互いに価値を交換できる時代に
なるかもしれない。
　とはいえ、現実の空間はなくならない
し、身体は年老いてはいく。
　このようなこれまで誰も経験したこと
のないような時代が訪れたときに、どう
いう心の動きが現れてくるのかが、とて
も楽しみだ。藝大にとっても、これまでの
140年とはまた違う140年になるのは確実
だと思う。

高校生へのメッセージ

　私のように志望校選びをきっかけに
アートを考えるのもいいと思うが、受験
生の多くは、アートは受験とは関係ない
から、できるだけ入試で問われる教科の
勉強に力をいれようと考えるかもしれな
い。しかし、アートは大学へ行ってから、

さらには年を取ってからでも始められる
もの。この記事を読んだ人が、今は受験勉
強に力を入れて、「大学へ入ってから、絵
を描こうとかギター弾こう」と考えても
いいと思う。アートがいつも身近にある
と、人生はもっと豊かになる。回りとの競
争の中で、評価や数字と対峙するのもい
いけれども、傍らに数値化できないよう
な領域で過ごすすべを持っていると、最
近よく言われるウェルビーイングではな
いが、精神的にも豊かな人生を送れるの
ではないか。アートのエキスパートにな
らなくてもいい、でもアートが身近にあ
る人生はぜひ送ってもらいたいと思いま
すね。

海外の高校生へのメッセージ

　昨今、中国から日本の芸術系の大学へ
進学を希望する人たちが増えている。そ
のための予備校もできていると聞く。大
学院進学が中心だが、本学も例外ではな
い。
　では東京藝大、というか日本の芸術系
大学のどこに魅力があるのか。とっさに
アニメが思いつくが、他にも理由がある
と思う。
　一番の理由は、日本が安全であり、また
学費もアメリカやヨーロッパに比べて安
いこと。コンテンツについては、日本は、
長い歴史に培われた文化の中から最先端

のものも生まれてくるという、不思議と
いうか独特の国で、アニメ以外にも様々
なものがあること。確かに日本には、長い
歴史の中で中国から取り入れたものが多
いと思うが、それを独自に消化し進化さ
せてきたところに特徴がある。
　言語の問題も大きいかもしれない。言
語は、英語で喋ると英語の思考になり、日
本語で喋れば日本語の思考になるといっ
たように思考回路を作るが、歴史や地理
的な環境の影響を強く受けて成り立つ。
日本は小さな島国で、同じような小さい
島国は他の地域にも様々あるが、アジア
のファーイーストという立地、南北に長
いといった地形に特徴がある。そのため
四季折々の表情が豊かで、詩や俳句には
季節を表す様々な言葉がある。これは独
特の感情や心の揺らぎ方を表現できるか
ら、大きな魅力の一つになっているので
はないか。もっとも日本がなかなか国際
化できない原因の一つにこの言語の問題
があることも確かだが。
　かといって日本人がこれまで海外文化
を拒絶してきたわけではない。漢字を中
国から取り入れ、それをデフォルメして
平仮名にし、西欧の言語・概念もカタカナ
を使って取りこんでいる。拒絶はせずに
取り入れて変容させ、そして混ぜていく
のが得意だ。この融合力もまた魅力の一
つになっていると考えられる。

2022年度入学式：式そのものがアートになった（写真提供：東京藝術大学）

　同会の設立準備委員会によれば、その使
命は、「大学入試という現実の制度を中心課
題に置きながら、それについてこれまで学術
研究の対象とはみなされなかった関連する諸
分野も含め可視化し、そのアカデミックな価
値を明らかにし、制度の説明責任の向上を目
指す」とともに、「現在の仕組みについて、学
問的知見を伴ったエビデンスを基に、改善の
サイクルを作り出すこと」とされる。
　大学入試は明治時代以来、多くの若者の

人生を左右する重要な制度でありながら、こ
のようなアプローチがなされてきたとは言い難
い。ネーミングをズバリ大学入試としたのは、
なじみのある言葉を使うことで、アカデミックな
価値の追求に終わらず、日本社会の在り方
に密接にかかわるより良い未来を導く知恵を
生みだすことを強調したいためという。
　同会はまた、近年の大学入試改革にあわ
せ各大学で活発化している入試専門部署へ
の適切な専門家の配置を視野に、その育成

に資するアカデミックな研鑽や、キャリア形成
の場も提供したいとしている。このことは今後
の日本の大学の浮沈を左右する重要な鍵に
なるからだ。
　さらに将来的には、グローバル化の進展に
合わせ、独自に発達を遂げてきた諸外国の
制度との接続も改善していきたいとしている。
　具体的な研究テーマとしては、大学入学
者選抜制度（歴史や諸外国のものも含め）、
大学入試の方法、評価・測定法、大学入試
政策、進学動向分析、個別大学の学生獲得
戦略、高大連携の実践事例、入試の実施結
果の評価、入試にかかわる追跡調査、社会
階層と大学進学、高校等におけるキャリア教
育・進路指導、受験生の心理、大学だけでな
く、短大、大学院、高校や 高専の入試などを
例示している。
　学会の下には、高校・大学関連団体の協
議会を設置し、相互の研鑚や情報交換の場
とする。ステークホルダーである高校と大学
にはこれまで、互いの実情を認識し、より良い

制度設計に向けて、知恵を持ち寄る場が少
なかったからだ
　高校協議会は、 高等学校（中等教育学
校を含む）やそれらが組織する進学指導関係
の団体（例えば，○○県進学指導研究会）で
構成。原則として高校ないしは複数の高校で
構成される団体が加盟する。大学協議会は
大学入試に関わる組織で構成。いずれも個
人メンバーの特定は行わず、加盟団体に所
属する教職員をメンバーとする。
　方向性としては、大学入試センターが主催
する「全国大学入学者選抜研究連絡協議会

（入研協）」とは一線を画す。また、学会設立
数年後には「日本学術会議協力学術団体」
の指定を目指し、出版物（学会誌や学術書
等）の制作、刊行なども予定している。
　設立委員会では、大学入試に関心がある
人々、関連する分野の人々でこれらの趣旨へ
の賛同者に参加を呼び掛けている。
詳細は以下に
https://www.jaruas.jp/

「大学入試学」
始まる

「大学入試学」という新しい研究分野の創出を目指した
学会が設立に向けて動き出した。
来る12月17日（日）には東京で、その発起人会（設立総
会）が開催される【於：一橋大学一橋講堂（学術情報セン
ター内）。１４時３０分から１６時まで】

ト ピ ッ ク ス
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日本は世界をリード？

　2022年11月 にChatGPTが 世 の 中 に 登 場
して、そろそろ1年になろうとしています。
ChatGPTの登場は、日本だけでなく、世界にも
大きなインパクトを与えました。とくに教育
界に与えた影響にはとても大きなものがあり
ます。当初、世界の主要国の立場は生成AIを教
育に導入することに否定的でした。そのよう
な中で、日本は比較的早くから生成AIの活用
に目を向けていて、7月には文部科学省が生
成AIの利用についてガイドラインを発表して
います。これまでどちらかというと新しい技
術の導入には否定的、またはあまり積極的で
はなかった日本ですが、こと生成AIについて
は世界をリードする立場を取っていると言え
るでしょう。
　大学も生成AIについては大きな関心を寄せ
ています。東京大学が5月に学生に向けて方針
を示して以来、多くの大学で生成AIの利用に
ついての方針やガイドラインが公表されてい
ます。これらを見る限り、多くは利用を禁止は
しないものの、利用については十分に注意す
べきであると述べています。とくに、課題やレ
ポートに生成AIの出力をそのまま使用するこ
とについては、不正行為の恐れがあるとして
禁止しているところが多いようです。また、利
用する際には著作権やセキュリティ面に気を
つけるよう呼びかけています。

　大学では多くの講義や演習が行われていま
すが、その中でもとくに影響を受けると見ら
れているのが、プログラミングと英語（外国
語）の科目だと見られています。どちらも言語

（プログラミングは人工言語と言われます）に
関する科目であることから、言語を出力する
AIと相性が良いのは当然です。
　プログラミングを学ぶ科目では、生成AIが
プログラムのエラーを修正してくれたり、途
中まで入力することで、残りを補完してくれ
たりする機能を利用しているようです。実際
のソフトウェアの開発現場でも、生成AIは幅
広く導入されていることから、今後、この分野
での活用は加速していくことでしょう。

どうなる？どうする大学英語教育

　さて、それでは英語の授業と生成AIはどの
ような状況なのでしょうか？　現在のとこ
ろ、大学や学部として積極的に導入を進めて
いるところは多くありません。ほとんどの大
学は、これからどのように活用できるかを模
索しているところのようです。このような状
況で、英語授業に生成AIを積極的に活用しよ
うとしているところとしては、立命館大学の
生命科学部が挙げられます。プロジェクト型
の英語授業にAI技術を取り入れることによっ
て、アウトプットの精度を高めることを目指
しています。
　生成AIを積極的に活用する英語教員の間で

は、この1年で生成AIの活用に関してかなりノ
ウハウが蓄積されてきました。有効な活用方
法としては、たとえば、学生が書いた英文を生
成AIに修正してもらって、どのように修正し
たのかをAIに説明させるというものです。こ
れまで学生が書いた英文は英語話者か教員が
見るしかなかったわけですが、第三の選択肢

（しかも、24時間対応してもらえる）が登場し
たことで、学習の幅が大きく広がる可能性が
出てきました。
　生成AIの活用は良い面もありますが、当然、
懸念も出てきています。実際のところ、当初心
配されたような、英語をそのまま日本語に翻
訳させる（逆に、日本語を英語に翻訳させる）
という使い方はあまり広がっていないようで
す。そうではなく、生成AIを上手に使える人と
そうでない人の差が広がることが、これから
の問題として考えられています。上に挙げた
ように、生成AIを上手に使えば、一人でどんど
ん英語学習を進めて行くことができますし、
一方で、使わない人、使えない人はそのままで
す。
　また、生成AIを使って英語を学ぶには、AI
の出力する英語を理解したり、時には間違い
に気がついたりするだけの英語力が必要で

す。
　つまり、英語力があって、生成AIを使って英
語を学べる人は、今後、ますます英語力を伸ば
していくことができるようになります。また、
生成AIを使うことで英語による情報をどんど
ん取り込んだり、英語で発信したりできるよ
うになります。そのため、生成AIを上手に使え
なかったり、英語力が不足していたりする人
との差は開く一方です。できるだけ多くの学
生に、生成AIによる英語学習の好循環に乗っ
てもらえる仕組みを作っていくことが、これ
からの英語教育の鍵になりそうです。
　生成AIの発展は止まることはないでしょ
う。この技術を活用することは、日本の大学に
とって国際化を推し進める大きな助けにもな
ります。生成AIによって言葉の壁を低くする
ことで国際的な発信や受け入れを高めてい
き、人材交流をもっと盛んにすることが可能
になります。学生も生成AI時代に適応した英
語力を身につけることで、ポストコロナ時代
の国際化時代を生き残っていけるようになる
でしょう。生成AIに依存するのではなく、生成
AIを上手に活用することで自らの能力を伸ば
していけるように舵を切ることが求められて
います。

理数系に偏っている？
共通テスト試作問題「情報Ⅰ」

　2022年11月9日、大学入試センターは大学
入学共通テスト（以下、共通テスト）の試作問
題「情報Ⅰ」を公開した。私は、当時勤務してい
た高校の生徒40名に協力してもらい、この試
作問題を実際の60分間で解答してもらった。
その正解率【下図】をもとに、試作問題の難易
度や情報科と他の教科との関連性について分
析・考察したところ、驚くべき結果が浮かび上
がった。（藤岡健史，共通テスト「情報Ⅰ」試作
問題の校内実施結果報告，第16回日本情報科
教育学会全国大会，2023/7/1-2）

　試作問題「情報Ⅰ」と数学の模試の点数との
間に明確な相関が存在することが確認された
のである。この発見は、試作問題「情報Ⅰ」が数
学的思考に密接に関わっている可能性を強く
示唆している。実際の配点をみても、確かにコ
ンピュータやプログラミングなど、典型的な
理数系分野への偏りが見られるのである。
　今回発表されたのはあくまで「試作」問題で
はあるが、これではコンピュータやプログラ

ミングをはじめとする理数系に偏重した力を
測っていることになるのではないか。これで
本当に、新しく開始された情報科での学びを
正確に評価できるのだろうか。新しい学習指
導要領がスタートして２年が経つものの、真
の情報教育の要点が見過ごされたままになっ
てしまっているのではないだろうか。強い懸
念を抱かざるを得ない。

コンピュータやプログラミングを扱う
だけが情報教育ではない
　私は以前、本誌にて「情報」という概念がコ
ンピュータや情報技術の枠内でしか扱われ
ない傾向があることに危機感を覚え、警戒を
呼びかけた。（藤岡健史，どうなる2025年度入
試～新しい教科「情報」をめぐって～，大学
ジャーナル）コンピュータやプログラミング
を扱うだけが情報教育の全てではない。それ
は、学習指導要領をみても明らかである。急速
に進展する生成AIをはじめとする人工知能、
IoT、ビッグデータの時代において、私たちが
最も必要とするのは、「情報とは何か」という
基本的な概念を、「基礎情報学」の観点から
しっかりと理解することから始めることだ。

３つの情報概念を用いた
「情報Ⅰ」の体系化
　再度、強調したい。「情報Ⅰ」の本質を理解
するための第一歩は、「基礎情報学」のエッセ
ンスをしっかりと掴むことである。「基礎情

報学」は理数系ではなく、文理融合の学問であ
る。「基礎情報学」のエッセンスには、「情報一
般の原理」と呼ばれる、情報および情報技術の
基底にある概念の理解が含まれている。（藤岡
健史，すべての高校生に「基礎情報学」のエッ
センスを―まずは３つの情報概念から―，
じっきょう. 情報教育資料(56)，16-19，実教出
版，2023/4）
　「基礎情報学」では、情報概念を「生命情報」、

「社会情報」、「機械情報」という3つに分類して
おり、これらの3つの情報概念を用いて「情報
Ⅰ」の内容を新たな視点から体系化すること
が可能となる（下図）。

 

　以下、この3つの情報概念の観点から、「情報
Ⅰ」の内容を眺めてみたい。
　まず、3つの情報概念の間には、「生命情報
⊃社会情報⊃機械情報」という包含関係が成
り立つことをおさえなければならない。最も
広義に位置づけられるのは「生命情報」であ
り、すべての情報は「生命情報」の範疇に含ま
れる。informという語源が示すように、情報は
本質的には生物の内部（in）に形成（form）され
るものであり、主観的な要素を多く含む。それ
は、生物が個々の経験や蓄積された歴史に基
づいて情報を形成していることを意味する。

この観点からみると、「情報Ⅰ」の「情報社会の
問題解決」の分野で扱われる知的財産や個人
情報などは、「生命情報」の枠組みを起点とし
て考察していくことができる。例えば、著作権
に関わる諸問題の解決には、主観的な情報と
いう視点が欠かせないのである。
　また、私たちは社会（共同体）の中で日常的
にコミュニケーションをとることが可能であ
る。このコミュニケーションにより、私たちは
情報が伝わっているという感覚を持つ。これ
は、「生命情報」に内包される「社会情報」の存
在による。「社会情報」とは、言語や記号を通じ
て意味や価値を伝達する情報の形態を指す。
この「社会情報」のはたらきによって、我々は
コミュニケーションを成立させているのであ
る。「情報Ⅰ」の「コミュニケーションと情報デ
ザイン」の分野は、この「社会情報」の領域に位
置する。
　3番目に位置する「機械情報」は、「社会情報」
の中で意味が欠落・潜在化した情報である。コ
ンピュータが扱う0と1のビット列は、「機械情
報」の典型的な形態であり、これを用いてコ
ピーと伝送を行うが、意味の伝達を直接的に
はできない。「情報Ⅰ」における「プログラミン
グ」や「情報通信ネットワーク」などの情報科
学分野で扱う情報は、この「機械情報」である。
人工知能（AI）が情報の意味を理解することが
できないのは、このためである。
　さらに、「情報Ⅰ」の終盤で取り上げられる

「データの活用」の領域では、統計学やプログ

京都大学国際高等教育院・准教授

金丸 敏幸先生
Profile

京都大学博士（人間・環境学）。専門は、外国語教育（英語・日本語）、理論言語学（認
知言語学・コーパス言語学）。コーパスやICTを活用した言語研究や言語教育に関する
教育研究に従事。2015年度に「国際言語実践教育システム（GORILLA）」を開発、翌
2016年度より京都大学の全学共通科目英語において、統一シラバスの下、GORILLA
によるe-Learningを活用したカリキュラムの実施運営に携わる。大分県立大分上野丘
高校出身。

生成AIとどう向き合うかトピックス

生成AIの登場と大学教育

京都市立日吉ケ丘高等学校
情報科教諭
京都大学非常勤講師

藤岡 健史さん

Profile

京都大学工学部情報学科卒業、京都大学大学院情報学研究科修士課程
修了、京都大学大学院情報学研究科博士後期課程修了、博士（情報学）。
京都市立堀川高等学校教諭、京都市立塔南高等学校教諭、京都市立西
京高等学校教諭等を経て、2023年から京都市立日吉ケ丘高等学校情報
科教諭、京都大学非常勤講師、大阪府立茨木高等学校出身。

問われる「情報Ⅰ」の真価
共通テスト「情報Ⅰ」が拓く情報教育の未来形とは
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ラミングなどを用いて、データから意味を抽
出し、新たな知見を獲得するデータサイエン
スの手法が重要視される。この過程では、「社
会情報」と「機械情報」の双方の層が深く関与
してくる。これらの間のインターフェースと
して、データサイエンスの重要性を位置づけ
ることができる。
　このように、「基礎情報学」における3つの情
報概念を用いてはじめて、「情報Ⅰ」を体系的
に理解することができるのである。

「情報Ⅰ」が拓く情報教育の未来形
すべての高校生に「基礎情報学」のエッセンスを

　先に示した学習指導要領をみても、情報科

で養成すべき能力は、数学的思考とは異なる
次元のものであり、独自の力である。この独自
性を共通テストでどのように評価するかは非
常に大きな課題である。試行問題で見られる
理数系分野への偏重は、先に述べた3つの情報
概念のなかで最も狭義の「機械情報」に偏って
いる状況を露わにしており、これでは「情報
Ⅰ」の能力を真に評価しているとは言い難い。
　現状では、上記の「基礎情報学」のエッセン
スが高校の現場に十分浸透しているとは言え
ず、教科書での取り扱いにもばらつきが見ら
れる。共通テスト「情報Ⅰ」の導入を目前に控
えた今こそ、情報教育の真の目的を再考する
ための好機であると捉えるべきではないか。

情報科の授業と共通テストは、互いに影響を
与え合い、その相乗効果で教育の質を向上さ
せることができる。そのためにも、共通テスト
は理数系の知識に偏重することなく、３つの
情報概念を包括的に網羅するような出題を行
うべきである。プログラミングの問題を解く
ために特化した入試対策などは、情報教育の
目的を達成するにはまったく不十分である。
そのような共通テスト対策に情報科の授業が
堕してしまっては本末転倒であると言わざる
を得ない。
　今こそ、基礎・基本に立ち返り、確固たる基
盤を築くべき時だ。この挑戦は、情報教育を新
たなステージへと進めるための決定的な転機

となり得る。情報科の授業と共通テストが互
いに手を携え、文理融合の情報教育を深化さ
せ、学びの新たな地平を切り拓く起点となる
ことを強く望む。
　1年後に迫った共通テスト「情報Ⅰ」に向け、
現在高校2年生の皆さんは具体的な準備を進
めるべき時期にある。新たな共通テスト時代
の幕開けに際して、最初の挑戦者となる生徒
たちの努力と成長を、心から支援し、応援して
いる。皆さんがこの挑戦を通じて、自らの可能
性を広げ、情報学の深い理解と活用の力を身
につけることを強く願っている。未来を拓く
若者たちにとって、躍動の1年でありますよう
に！

探究活動のテーマ設定
　さて、いよいよ探究活動のテーマ設定を行
う時期がやってきました。高校2年生のAさん
の学校では、1年生で個人研究、2年生でグルー
プ研究を行うことになっています。「『自分で
テーマを決めていい』って言っても、ゲーム
と部活しか好きなことないし、困ったな・・ど
うしよう。」「一応、文理選択では『文系』を選ん
だけど、どの大学のどの学部にしよう。来年は
受験だし、もう決めないといけないけど、学部
とか将来の仕事とか、想像もつかない。」
　このような状態からテーマを決めるのはな
かなか大変そうです。Aさんのような生徒が
数人集まってグループになったところで、誰
もやりたいことがないので全くテーマ設定が
進みません。どのようにして進めればよいの
でしょうか。

テーマ設定は「始める前から」
始まっている

　はたして、頭の中に何もない、白紙の状態か
ら探究のテーマがぽっと出てくるようなこと
があるのでしょうか？もし出てきても単なる
気まぐれにすぎないのではないでしょうか？
実は、良いテーマを設定するには、事前の準備
が重要なのです。高校生が「大人の世界」との
接点を持てるよう、学校・保護者・自治体の援
助も必要です。
　最も効果が高いのは体験活動です。学校や
外部の団体による体験活動をきっかけにして
探究活動のテーマを見つける生徒もいます。
現場に行くのが大変であれば、講師として社
会人を招くのも一つの方法です。
　しかし、体験活動の準備は学校側にとって
の負担も大きい。そもそも、ありとあらゆる
テーマの体験活動を網羅することは不可能で
す。どうすれば良いでしょうか。

本を読もう

　書籍は大人の世界に関する情報を得るため
の最も大切なメディアです。本の世界であれ
ば、遠くて行けない国にも、過去にも未来にも、
さらには地球の外へさえ自由自在に行くこと
ができます。
　きっかけを掴むだけであればネットの動画
などから入るのも悪くはありません。最近では
YouTubeなどに良質なコンテンツが多数あり
ます。それでも、本を読んで欲しいのです。ネッ
トの動画や記事で得られる知識は尺の短い「断
片」がほとんどです。一方、書籍からは体系化さ

れ論理の筋道が整った知識を得ることができ
ます。探究活動で真に有用なのはそのような知
識です。書籍はそのような知識の習得に最も効
率が良いのです。
　また、研究・仕事を問わず、「大人の世界」で最
も重要な情報は、必ず文字情報として記録・伝
達されます。リーディング・ライティングスキ
ルや、書物を通して「知」に親しむ態度の育成
は、探究活動のみならず学校教育のあらゆる場
面において重視されるべきです。
　しかしながら、高校生は、（そして大人も？）
あまり読書をしないようです。「全国学校図書
館協議会」による調査によると、2022年時点
で高校生は一ヶ月に平均1.6冊の本を読んで
いるとされています。小学生13.2冊、中学生4.7
冊、と比べて圧倒的に少ないのです。児童書か
ら大人の読書への移行がうまく進んでいな
いのではと推察されます。筆者の探究出前授
業では新書を推奨していますが、「新書ってな
に？どんな形の本」というところから初めな
くてはいけません。探究活動を支えるために、
公・民双方での読書環境の充実と支援が求め
られるところです。

テーマを絞り込む

　とにもかくにも、似たテーマの生徒同士で
グループを編成します。例として、「医療」に関
心のある生徒が集まってグループになったと
しましょう。 Aさんは医師を目指していて、
遺伝子の仕組みに興味があるようです。Bさ
んは逆に過疎化の進む地元で今後も医療が受
けられるのかを心配しています。Cさんはバ
スケの部活に夢中ですが、故障に苦しんだ経
験からスポーツリハビリテーションに興味を
持ちました。3人は興味も意欲もかなり異な
りますが、グループ研究ですから、共通の研究
課題（テーマ）を設定する必要があります。以
下の3つが基本的な条件となります。
(1)興味を持って意欲的に取り組めるか。
　意欲（モチベーション）は探究活動を進める
上で最も重要です。やる気のない探究はまった
く進みませんし、面白くもありません。逆に、ワ
クワクして取り組めるテーマであれば、生徒た
ちだけでどんどん進んでいきます。
　グループ研究の場合、メンバー一人ひとりの
興味・関心や利害が異なります。全員が納得で
きる落とし所を探っていく必要があります。
(2)社会的・学術的に価値があり、高校生
が行う探究活動として適切か。

　社会経験に乏しい高校生は、自分たちの
テーマが社会でどのような位置を占め、どの
ような意義があるのかについて無頓着です。
そのような目的意識を持つインセンティブも
ありません。研究者の研究や自治体・企業のプ
ロジェクトとは大きく異なるところです。意
義のあるテーマを設定させるには、やはり外
界との接点をどれだけ設けることができる
か、にかかっていると考えます。研究テーマ
に社会的・学術的な価値を持たせるインセン
ティブは、社会・学会の中でこそ自然に発生す
るからです。
(3)「総合的な探究の時間」の枠内で実行
できるか。
　どんなプロジェクトにも時間的、金銭的、能
力的、地理的な制約がありますが、高校生の
探究活動には制約が非常に多い。活動時間は
週１～２時間、予算も少額の場合がほとんど
です。授業時間内での実施を前提とすると、
フィールドワークや外部機関の訪問は近隣に
限られます。これらの制約のもとでできるこ
とを考えなくてはいけません。

アイデアを生み出す技術

　探究活動のテーマ設定は、上述 (1) 〜 (3) の
極めて狭い重なりを見つける作業です。自分
たちが本当に知りたいことは何か、取り組み
にはどんな価値があるのか。自分たちはどん
な状況に置かれているのか。これらを明確に
把握し、重なりを見出すのは決して簡単では
ありません。研究者にとっても決して簡単で
はないのです。図形の問題で一本の補助線を
見出すようなひらめきが求められます。
　こうして、高校生は初めて、テーマを絞り出
すという「産みの苦しみ」に直面します。「何を
やったらいいかわからない」「テーマが決まら
ない」という焦りのもと、時間が過ぎていきま
す。生徒たちが当惑するのも無理はありませ
ん。どうすればよいのでしょうか？
　現在では様々な「思考ツール」が知られてお
り、それらを紹介した教材が多数開発されて
いますが、それらの解説は他の専門家に譲る
ことにします。ここではもっと素朴に、筆者が
研究の現場で実際に有効だと感じた方法を紹
介します。
 (1) ボードで議論する。

　情報を整理し、自分たちの進む道を見出す
のに最も有効なのは、ボード（黒板もしくは
ホワイトボード）を用いた議論です。「研究」と
いうと、ひたすら机に向かって、資料を読んだ
り計算したり文章を書いたり、そんな様子を
想像するのではないでしょうか。もちろんそ
ういった作業は必要です。しかし、私が研究で
交流した理論物理学者の印象は「ボードで会
話するプロ」です。新しいアイデアがボードを
介した議論から生まれます。高校生がこれに
取り組むには多少の慣れが必要でしょう。グ
ループのうち一人が発表役になり、言葉、図
形、式、あらゆるスタイルでボードに書き込ん
でいきます。他のメンバーは絶えず意見を提
案し、議論を深めていきます。
 (2) インフォーマルな雰囲気で会話する。
　教室や会議室のような場所だとどうしても
フォーマルな雰囲気になってしまいます。良
いアイデアは食堂や休憩室など、リラックス
できるインフォーマルな場所での会話から得
られることが多いのです。昼の食堂で議論が
始まり、紙ナプキンに書いた内容から研究が
始まる、そんなことも珍しくありません。

（3）歩く
　映画やドラマで科学者や探偵が部屋の中を
歩き回りながら考えている場面を見たことは
ないでしょうか。実際、歩くと様々なアイデア
が浮かんできます。部屋の中ではなくて外の
景色を見ながらが良いようです。歩きながら
自問自答を繰り返すと、ぽっとアイデアが浮
かんでくることがあります。

新たな価値の創造

　「新たな価値の創造」は総合的な探究の時間
の重要な目標です。新しいものって、なんだか
ワクワクすると思いませんか？好きなバン
ド、youtuber、作家の新作、Appleの新製品。私
たちがワクワクするのは、これらが新しい価
値を届けてくれるからです。自分がそのよう
な新しい価値の創造者、発信者となったとき
のワクワク感、楽しさ、充実感は前者とは比べ
ものにならないくらい素敵なものです。探究
活動のテーマ設定は、「新たな価値の創造」の
入り口です。一人でも多くの高校生が、そして
教員も地域もいっしょに、楽しんでほしいと
思います。

秋田県立横手高等学校 教諭

瀬々 将吏さん
Profile
広島大学理学部物理学科卒業。大阪市立大学大学院理学研究科前期博士課程修
了、後期博士課程単位取得退学、博士（理学）。京都大学、慶應義塾大学、台湾大学な
どの研究員を経て2008年から秋田県の博士号教諭。2020年から秋田県立横手高等
学校。専門は素粒子論、超ひも理論。兵庫県立芦屋高等学校出身。

高等学校「探究」の現場から その2
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理工学部　原子力安全工学科とは？

どんな分野が学べるのか
　本学科は原子力工学、原子力安全工学、放
射線工学、サイクル工学という原子力工学
の４つの柱を、原子力システム工学、原子力
安全工学、放射線工学の３分野【表】にアレ
ンジしており、10の研究室を設置していま
す。基礎から応用に至るまで、原子力工学の
ほぼ全ての分野をカバーした研究を行うと
ともに、倫理観を持って原子力の安全を支
え、新しい時代を担う原子力技術者の養成
を目指した教育も行っています。

　また、大学院もユニークで、日本国内にお
ける連携大学院の先駆けとなった『共同原
子力専攻』を早稲田大学と共同で設置して
います。
教育の特徴は？ 
　日本技術者教育認定機構（JABEE）※1に認
定されているように、技術者として必要な
知識と能力を身に付けるためのプログラム
が組まれていて、「世界に通用する技術者」
になるための学びが用意されています。ま
ず１、２年生では、講義を通して基礎知識※2

を学ぶとともに、電気・機械・放射線に関す
る実験を通して基礎的な技術を身につけま
す。多くの高校では教科書中心の学びだと

思いますが、本学科では、電磁気学や力学な
ど多くの分野を実際の実験装置を使って学
んでいきます。工学は「物を創る学問」であ
るからこそ、物に触れ、手を動かして学ぶこ
とは効率的で、卒業後に社会で「即戦力」と
して活躍する場も広がっています。

本学科卒業生の約半数が大学院に進学
　学部３年次からは、専門性の高い各研究
室に分かれ、大学院生とも関わりながら、
最先端の研究に触れていきます。研究室に
よっては原子力発電にかかわることだけで
なく、医療用の放射線や加速器を使った資
料の分析技術なども学べますから、学部や
大学院を問わず、就職先は電力会社や原子
力プラントメーカー以外にも様々な業種・
業態に広がっています。
　また、本学の原子力研究所では、放射線を
用いた外科手術によって多くの患者の命を
救ってきただけでなく、放射化分析による
環境中の微量元素の解析等でも国際的な研
究成果を収めています。
※1  JABEE：（一社）日本技術者教育認定機構。1999年設立。

「技術者に必要な知識と能力」「社会の要求水準」などの観
点から“教育プログラム”を審査し、認定する非政府系組織。
通常、工学・農学・理学系の学科あるいは学科内のコースに
対応する。認定プログラムの技術者教育は国際的に同等で
あると認められる。

※2　代表的な講義が工学教養の一つ『原子力汎論』。これは他
学科や他大学の学生も受講可能。

私の専門と、ここまでの道

　学部および大学院の原子力安全工学分野
において、原子力プラントの安全性を高め

るための研究を行っています。具体的には
熱流体工学※3という学問をベースに、プラ
ント内部を循環する「流れ」の中から、安全
性向上の観点から重要なものを取り上げ、
基礎実験とコンピュータシミュレーション
を駆使してその「流れ」を詳細に分析し、制
御する方法を研究しています。実は私が博
士号を取ったのは原子力とは一見関係のな
い化学工学という分野で、生体内における
血液の循環システムに関する研究でした。
現在は、それを原子力プラント内の循環シ
ステムの研究に活かしているわけです。
　自然科学では、全く異なる対象であって
も同じ原理や方程式が当てはまることがよ
くあるのです。私は高校時代、天体の動きを
説明する万有引力の法則が、プラスとマイ
ナスの微小な荷電粒子の振る舞いにも当て
はまることを知り、目から鱗が落ちる経験
をしました。これも異なる対象に同じ原理
が働いているという良い例です。
　大学院で博士号を取得した後に原子力分
野の研究へ進んだのは、日本のエネルギー
の将来を考え、資源の多くを輸入に頼る日
本において、原子力という選択肢がとても
魅力的に思えたからです。日本の研究所で
ポスドクを終えた後、ドイツの大学で４年
間、EUやIAEAが進めるプロジェクトに参
画し、その思いは一層強くなって現在に
至っています。ちなみにドイツは20年近く
前、国内のすべての原発を廃止することを
決めて順番に稼働を止め、つい最近、最後の
原発が停止してしまいました。しかし、ロシ
アのウクライナ侵攻をきっかけに、エネル
ギー供給に不安を感じる国民の６割が原発
の再稼働を望んでいるという調査もあり、
歴史の皮肉を感じます。

※3　原子力プラントの配管内を流れる水蒸気のように、熱を持つ
流体の圧縮性を考慮して「流れ」を取り扱う学問分野。 

原子力人材入試で、意欲の高い生徒を

　本学の総合型選抜では、原子力安全工学
科で教育を受けるに十分な基礎学力を有
し、明確な目的を持って原子力・放射線に
関する専門的な知識・技能の修得を志望し
ている者を対象とした「原子力人材入試」
を導入しています。
　この入試は、原子力や放射線について学
び、将来その知識・技術を使って社会に貢
献したいという志のある高校生を対象に
しています。年々志願者数は増えており、
原子力に対するみなさんの関心が高まっ
ていることを肌で感じています。もちろん
他学科と共通の入試方式もありますから、
原子力や放射線についての知識や技術を
身につけ、それを土台に異なる分野の研究
や課題解決に挑戦したいという人にも門
戸は開かれています。
　東日本大震災以降、日本では原子力規制
庁が設置され、各電力会社は世界最高水準
の安全性を備えた原子力発電プラントを
目指しています。世界に目を向ければ、小
型モジュール炉、ナトリウム冷却材を使っ
た高速炉などの開発に積極的に乗り出し
ている国々もあります。発電プラントに限
らず、船舶用や宇宙船用の小型原子炉の実
用化や、放射線を利用した様々な医療技術
の開発も欠かせません。
　電力エネルギー、原子力に興味がある、
安定したエネルギーと豊かな生活を確保
するにはどうすればいいか悩んでいる、福
島事故の復興に貢献したい、さらには、安
全で、新しい原子力エネルギー発電施設を
作りたいなど、世界を視野に、そんな大き
な夢を持った高校生のチャレンジを待っ
ています。

東京都市大学
理工学部
原子力安全工学科
教授

鈴木 徹先生

求められる原子力人材という選択肢学問と探求

国内大学最大級の原子力教育・研究の拠点、東京都市大学理工学部原子力安全工学科を訪ねて

原子力人材の養成を通じて、
未来のエネルギー政策に貢献したい

国内でも稀有な“原子力”を冠した学科を持つ東京都市大学では、前身の武蔵工業大
学時代の1960年に、原子力の平和利用推進を目的として「原子力研究所」が開設さ
れ、全国の大学の共同利用施設として様々な活用がなされてきました。現在、原子炉は
廃止されていますが、放射性同位元素の取り扱い施設として原子力安全工学科や早稲
田大学との共同大学院「共同原子力専攻」の実験実習に活用されており、学生が“原子
力や放射線”について理解を深める機会を提供するとともに、社会貢献を目的とした施
設としても利用されています。今回、ここ数年でエネルギーを巡る社会情勢が大きく変
動している中で、人材育成の必要性が高まっている同大学原子力安全工学科を訪ね、
教育・研究の内容や分野・領域の将来性、高校生へのメッセージを伺いました。

武蔵工業大学の伝統と研究力を受け継ぐ――

 世田谷キャンパス      

 横 浜 キ ャ ン パ ス      

理工学部／建築都市デザイン学部／情報工学部
都市生活学部／人間科学部
環境学部／メディア情報学部
デザイン・データ科学部(2023年4月新設）

TEL.03-6809-7590（部署代表） 都市大 HP  https://www.tcu.ac. jp検索

入試方法 出願締切 試験日
共通テスト利用入試〈前期５教科基準点型〉

1/12(金) 独自試験なし
共通テスト利用入試〈前期３教科型〉
一般選抜（前期） 1/22(月)※1 2/1(木)、2(金)、3(土)
一般選抜（前期理工系探究型） 1/22(月) 2/4(日)
一般選抜（中期） 2/13(火)※1 2/20(火)
一般選抜（後期） 2/26(月) 3/4(月)
共通テスト利用入試〈後期小論文型〉 3/9(土) 3/14(木)

詳細はホームページおよび入試要項にてご確認ください　※1　学外試験場希望者は締切日前日まで

1/5(金)より出願受付開始（インターネット受付のみ）

●入試トピックス
〇共通テスト利用入試〈前期５教科基準点型〉は基準点以上の　
　得点で、受験者数に関係なく合格確約。
〇英語外部試験の利用が可能【一般選抜（前期・中期）】
〇全国各地に試験場を設置【一般選抜（前期・中期）】
〇特待生制度（授業料全額免除）、入学検定料の併願割引制度あり
〇注目の「一般選抜（前期理工系探究型）」のサンプル問題をWEB公開中！

［お問い合わせ］入試センター E-Mail　nyushi@tcu.ac.jp

原子力システム
工学分野

原子力発電システムの設計の
ほか核医学への応用・宇宙/海
洋への応用・核変換技術に関す
る教育と研究を行う。

原子力
工学分野

原子力発電システムの安全性
を向上させる方策とその評価手
法に関する教育と研究を行う。

放射線
工学分野

放射線の発生・伝播・防護とそ
の利用に関する教育と研究を行
う。

 取得できる
資格

技術士放射線取扱主任者
核燃料取扱主任者
原子力主任技術者

理工学部の研究室が入る新研究棟【世田谷キャンパス】原子力研究所【王禅寺キャンパス】
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入試制度 試験日 出願期間 合格発表日

一般選抜入試
［前期日程］

スタンダード3科目型
高得点科目重視3科目型
共通テストプラス

1/26㈮
1/27㈯
1/28㈰

1/4㈭〜１/15㈪
（23：00締切） 2/12

スタンダード2科目型
高得点科目重視2科目型
共通テストプラス

1/29㈪

共通テスト利用入試
［前期］

本学での
個別学力試験は
実施しません。

一般選抜入試
［中期日程］

スタンダード3科目型
高得点科目重視3科目型
共通テストプラス

2/16㈮ 1/4㈭〜2/5㈪
（23：00締切） 2/25㈰

一般選抜入試
［後期日程］ スタンダード2科目型 3/10㈰

2/23 〜3/1㈮
（23：00締切） 3/17㈰

共通テスト利用入試
［後期］

本学での
個別学力試験は
実施しません。

※詳細は、入学試験要項2024をご確認ください。

E-mail:info-adm@star.kyoto-su.ac.jp

入学センター

入試情報
サイト

■全国最大17都市で受験可能！

生成AIとは

　生成AIとは、言葉や画像などを「作り出せる」
AIのことです。従来のAIは、言葉や画像などを

「理解する」点を重視した理解型のAIでした。生
成AIは以前からも存在していましたが、性能が
高くなかったため、Chat GPTの登場まで注目
される機会は多くありませんでした。
　Chat GPTは、流暢な言葉遣いで対話できる
生成AIの代表例で、人間の質問に答えたり、ア
イデアを提案してくれたり、書面の作成を助
けてくれたり、様々な依頼に応えてくれます。
以前にも日本語など自然言語での質問応答や
対話を行うシステムは存在しましたが、Chat 
GPTは出力される文章の品質がとても高い点
が特長です。文章だけでなく、箇条書きや表形
式にまとめてくれる点もそれまでの従来シス
テムとは大きく異なります。
　一方、画像を作り出す生成AIも利用が広がっ
ています。例えば、X線画像から病気診断する
AIを構築するには、良質のX線画像が大量に必
要になりますが、希少な病気の場合、そのよう
なX線画像を収集すること自体が困難です。そ
こで、画像生成AIで作成した擬似X線画像も追
加して訓練することで、病気の診断性能が向
上することが報告されています。同様の使い
方は、衛星画像による違法操業船検出でも行
われています。生成AIの生活や社会への影響は
大きく、現在、世界中で法整備などが急ピッチ
で進んでいます。

生成AIの問題点とは

　便利に思える生成AIにも問題点があります。
一つは《出力内容の正しさを担保できない》
こと。例えば、Chat GPTにお薦めの店を聞い
たら、架空の店名と住所が返ってきたという
経験はないでしょうか。回答があまりに自然
なため注意が必要です。医療や法律に関わる
やりとりの場合は特に要注意です。また、《人

間の常識》が通じない点も問題です。例えば、
Chat GPTは法律を無視したことを平気で提案
します。居酒屋の売り上げ向上案を尋ねると、
未成年にお酒を勧めるなどの提案をしてきた
りします。
　こうした問題の一因は、生成AIが文章などを
学習する仕組みが人間とは異なる点にありま
す。例えば、Chat GPTのような言葉を扱う生
成AI（大規模言語モデル；LLMとも呼ばれる）
は、ネットから集めた膨大な文章をもとに、あ
る単語の次に出現しやすい単語は何かを学習
します。つまり、Chat GPTなどの生成AIは、純
粋に言葉の規則性に基づいた知識しか獲得で
きていないのです(注)。
　一方、人間は、身体、五感を通じて外の世界
から多くの刺激を得ることで言葉の知識を獲
得します。身体のないChat GPTなどにはこう
いう学習はできないため、現状では人間の感
覚や知識とは大きな隔たりがあるのです。

注：Chat GPTについては、2023年9月にGPT-4Vと呼ばれる新たなバー
ジョンが発表され、言葉だけでなく、画像を扱うこともできるようになりました。

高校生へのメッセージ

　Chat GPTをはじめとする生成AIの仕組みを
きちんと理解するには、プログラミングを学
ぶだけでは不十分で、数学の知識も不可欠で
す。数学が特別得意である必要はありません
が、苦手意識を持たないように勉強しておき
ましょう。また、AI技術の進化はとても速く、
最新の成果の多くは英語で発表されますか
ら、英語力も常に磨いておくことをお勧めし
ます。
　進路選択にあたっては、悩むこともあるか
もしれませんが、社会の動向もよく注視しつ
つ、自分がワクワクする、楽しそうだと思える
分野を見つけてほしいと思います。生成AIは、
新しい技術であり、社会のあらゆる領域で変
化をもたらしています。技術開発に興味のあ
る方は、ぜひその仕組みを学び、自分の能力を

存分に発揮してほしいと思います。また、技術
開発に興味のない方も、AI自体の進化は私た
ちの生活や社会に大きな影響を与え続けると
予想されるため、基本的な理解を深めること
は重要です。将来を予測しながら、やりたいこ
とをやり切れる環境を見つけ、そこに積極的
に飛び込んでいってください。

どんな授業？

　専門科目の授業では、自然言語処理や機械学
習について、最新技術も含め丁寧に説明してい
ます。主には反転授業形式で、学生にはオンデ
マンド講義動画で予習してきてもらい、授業で
はグループワークを行っています。学生自身で
学習内容の確認問題を作ったり、サンプルプロ
グラムの穴埋めを行ったりと、学生が《主体的・
対話的に参加することで深い学びにつながる》
よう工夫しています。
　研究室でのゼミは、週ごとの担当者が自分の
研究の進捗を報告、その内容について全員で議
論するという形式です。数時間の議論を行いま
すので、自分だけでは得られなかった気づきや
新たな情報なども得られ、毎週、密度の濃い、充
実した時間になっていると思います。
　研究室には、自然言語処理やコンピュータビ
ジョン、機械学習、情報検索の融合的研究をし
ている学生が多く、学部、大学院に限らず、卒業
生の多くは、ここでの研究を活かして就職して
います。

どんな研究？

　現在の研究テーマの一つは、言葉や画像を扱
うAIが、数のような抽象的概念をどのように理
解しているか、その理解度を向上させるにはど
うすればよいかについてです。
　現在の大規模言語モデル（LLM）などのAIは、
数の理解や計算が苦手とされています。例え
ば、4桁×4桁の計算はほとんど正解できませ
ん。電卓のような計算アプリと連動させれば正

解できますが、単体では難しい。
　研究室では、AIが人間のように10という数
が理解できたら1000という数も的確に理解し、
状況に応じて活用できるかについて調査して
います。例えば、様々な色、形状、材質の物体が
円形に並んでいる画像(上図)を見せ、「黄色の金
属の円柱から数えて反時計回りに３番目の物
体は？」と質問し、該当する物体をAIに答えさ
せます。AIは3番目ならば正解します。しかし、
10番目、100番目と数が大きくなると正しく回
答できなくなります。現状のAIの数の理解度は
表面的で、桁数の大きな数でも的確に活用でき
るような深い理解には至っていません。この理
解度を向上させる方法を明らかにすることが
一つの目標です。

特性や注意点を知って、上手に付き合おう
私たちの生活に徐々に浸透してきているChat GPTをはじめとする生成
AI。とても便利な一方、出力される情報は必ずしも正しいとは限りません。
生成AIを上手に利用し、付き合っていくには・・・？「その特性や注意点を
知る必要がある」と語られる宮森先生にお話を伺いました。

京都産業大学
情報理工学部教授
宮森 恒 先生

P r o f i l e

1997年早稲田大学大学院理工学研究科博士課程修
了。博士（工学）。専門は、マルチメディアデータ工学、機械
学習、情報検索。もともと電気系に興味があったが、大学で
は、放送や通信等を扱う電子通信学科を専攻。4年次で
は、映像を扱う研究室に入り、現在、地デジ放送などで用い
られているMPEG規格に関連した研究に携わった。学位
取得後は、NICT、現・国立研究開発法人情報通信研究
機構にて、映像シーン検索、テレビ番組とインターネットの融
合的利用、情報の信頼性評価支援などを研究。2008年
に京都産業大学コンピュータ理工学部准教授、2013年
同教授、現在に至る。大阪府立北野高等学校出身。

生成AIで変わる生活・社会

次の4枚のイラストは、生成AIが紫式部、清少
納言、小野小町、小野妹子をそれぞれイメージ
し、アニメ風イラストとして作成したものです。
このうち「清少納言」はどのイラストでしょうか？

答えはC。枕草子の冒頭がヒントです。ちなみに、Aは小野妹子、Bは紫式部、Dは小野小町です。なぜそのようなイラストになっているのか推理してみると面白いかもしれません。

 

※正解は紙面最下部に記載しています。

10番目など
数が大きくなると
正しく回答できない

3番目なら
正解する

生成AIからの挑戦状！クイズ  
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　2024年、神戸女学院大は国際学部と心
理学部を設置する。
　既存の文学部英文学科の定員の3分の
２を国際学部英語学科に、3分の１をグ
ローバル・スタディーズ学科に振り分け
る。また、人間科学部心理・行動科学科は
心理学部心理学科となる。
　なぜ、1949年開学以来70年以上続い
た文学部は大きく姿を変えるのか。
　2023年の神戸女学院大文学部の入学
者数は220人（定員350人）、定員充足率
62.9％である。学科別の内訳は英文学科
57人（同150人）、総合文化学科163人（同
200人）となっている。文学部１～４年ま
での全学生数は1148人（同1400人）。英文
学科の学年別学生数は１年57人、２年90
人、３年91人、４年151人。現在の４年生
が入学した2020年、定員を超える学生が
神戸女学院大の門をくぐったが、そのわ
ずか４年後には、３分の１にまで減って
しまった。
　1990年代まで、多くの大学で英文学科
は文学部のなかで志願者が多く難易度
も高かった。英語も文学も大好きで将来
語学を生かした仕事に就きたい、という
高校生から支持されていた。
　ところが、2000年代半ばあたりから
アゲインストの風が吹き始める。①あく
までも一般論だが、英語をマスターする
ためには留学制度がより整備された国

際系や外国語系学部へ進んだ方がいい。
②これまで文学部を支えてきた女子が
ビジネス、官僚、法曹などで活躍したい
と経営、経済、法学部を目ざすといった
ように、文学部英文学科への志願者に減
少傾向が見られるようになった。
　神戸女学院大はかつて全国の女子大
において、関西の大学の中では難易度が
高くブランド力があった。就職状況も抜
群によかった。しかし、昨今、前述のよ
うに定員割れが著しくなった。文学部の
カリキュラム改革が遅れ、魅力をアピー
ルできなかったからである。そこで大き
な手術をすることになった。英文学科の
ウェブサイトにはこうある。
　「英文学科は文学部から独立、「国際
学部」になり、英語力と感性をバランス
よく、より社会で活躍できる人材になる
「英語学科」と、多様な背景を持つ人々と
の協働を可能にする「グローバル・スタ
ディーズ学科」に進化します」と。
　しかし、課題はある。英文学を専門と
する教員が、文学でなく、「英語力と感
性」を教えること、「多様な背景を持つ
人々との協働を可能にする力」を養うこ
とができるか。看板が変わっても中身が
変わらなければ、そこは高校生に見透か
されてしまい、受験しようとは思われな
いだろう。
大学にとっては正念場だ。

　文学部では将来性を見込めないと判
断して募集を停止し、新しい学部を作る
女子大もある。聖心女子大では現代教養
学部に、椙山女学園大では文化情報学部
と国際コミュニケーション学部に生ま
れ変わった。
　いま、女子大として文学部を持ってい
るのは、藤女子大、日本女子大、実践女子
大、清泉女子大、白百合女子大、フェリス
女学院大、金城学院大、京都女子大、甲南
女子大、神戸女子大、安田女子大などが
あげられる。人文学部をカウントすれば
もう少し増える。意外に多い。
　残念なことに、これらの大学のなかに
は学生募集でかなり苦戦しているとこ
ろが少なくない。定員充足率が半分を
切るところも散見され、いつ募集停止に
なってもおかしくない。
　しかし、定員を十分に確保し教育を充
実させているところもある。
　実践女子大文学部の2023年入学者数
は364人（定員310人）だった。定員充足率
117.1％である。学科別の内訳は英文学科
123人（同110人）、国文学科128人（同110
人）、美学美術史学科113人（同90人）と
なっている。すべての学科において2020
～2023年の４年間、入試で定員割れを起
こしたことはない。文学を講じるだけで
なく、語学の授業などをしっかり行って
いることが評価されたようだ。

　実践女子大文学部英文学科では、2024
年度から新しいカリキュラムが始まる。
教育の内容、目標については、「ジェン
ダーについて、多様性について、英語圏
の文化や言語を通して考えます。これら
の学びを通して、みなさんがさまざまな
文化的背景を持つ他者の力となり、自己
と他者を尊重し、多様な人々が共に暮ら
す社会を構築できるようになってもら
いたいと願っています」としている（大
学ウェブサイト）。
　女子大離れ―――その理由としては、
少子化が進むなか女子だけを受け入れ
ているから、実用性があまりない文学部
がメインになっているから、というのが
通説だ。一理ある。だが、これですべて説
明がつくわけではない。実践女子大のよ
うに教育内容を工夫して文学部をしぶ
とく守っているところもある。一つの女
子大の危機から女子大全体を捉えるの
は、正しい見方ではない。「女子大離れ」
という言説に惑わされてはいけない。
　定員割れを起こしていない大学をつ
ぶさに調べてみよう。どんな秘密が隠さ
れているのか。一方で、文学部をあきら
めて新しい学部で挑戦する大学をしっ
かりフォローしよう。これから何を始め
てどれだけ期待できるか。これも大学選
びの一つである。

教育ジャーナリスト
小林　哲夫さん
Profile
1960年神奈川県生まれ。教育ジャー
ナリスト。朝日新聞出版「大学ランキン
グ」編集者（1994年～）。近著に『日本
の「学歴」』（朝日新聞出版　橘木俊詔
氏との共著）。

大学ランキングからはわからない大学の実力
「女子大離れ」という言説に惑わされてはいけない

第4回

１６歳から
の

大学論
第38回 P r o f i l e

１９７３年石川県生まれ。２０１0 ～１４年に文部科学省研究振興局学術調査官も兼任。
２０１１～２０１４年総長学事補佐。専門は学問論、大学論、政策科学。南部陽一郎研究
奨励賞、日本金属学会論文賞他。著書に「研究を深める５つの問い」（講談社）など。

京都大学  学際融合教育研究推進センター  准教授
宮野　公樹先生

　ふと考えてみたのですが、専門とは何で
しょうか・・・。　特定の学術分野の知識に詳
しいことを「専門」としてしまうと、我々人間
はAIにかないません。もはや詳しい知識や
技能の所有が「専門」でなくなった今、「専
門」について改めて考えてみると、専門の

「もん」は「門」であることにふと気づきま
す。慌てて古今東西の偉人たちの学問に
ついての言を集めると・・・。
　「一般に規則としなければならないこと
であるが、知識のあらゆる区画は、切断し
分離するものとしてよりも、むしろ線と脈絡
として認められるべきであって、知識の連
続性と全体性とは保存されなければなら
ない。というのは、そうでないために、個々
の学問(専門)は、共通の源から養分を与え
られ扶養されず、そのために実を結ばず、
軽薄で、まちがいだらけのものになってし
まったからである。」

フランシス・ベーコン（1605）

　「つまり、現に実在しているものすべてが
種々様々な特性からいかに構成されてい
るかを考察することです。個別科学や個々
の研究方法によってはそれらの特性のほ
んのわずかな部分しか明らかになりませ
ん。それらの全体が考慮にいれられると、

われわれは実在するものを抽象としてでは
なく、《自然》の一事実として真に知ること
ができるのです。」　

J・S・ミル（1865）

　「すべての専門は唯一の真理に奉仕する
ものであって全体との関連を失えば消滅
してしまう。」　

パウル・ティリッヒ（1923）

　「ところでそもそもこの場合、「学問」とは
何を意味するのだろうか。それは以下に見
るように、「諸命題の体系的総体」である。 
(中略) なぜなら諸命題を結合することに
よって現実の一構成要素がその完全性に
おいて思考されるか、それともこの諸命題
の結合によって人間活動の一分野を秩序
付けられうるかのいずれかだからである。」

ディルタイ(1923)

　「専門家たるもの、突き詰めればおのず
と基礎たる哲学に接触するのは当然とし、
自分の専門の意味をその外に立つことに
よってよりよく反省せんがため、あるいは
自分の保持する原理の包括力および影響
力を種々の分野において試さんがため、
他分野と接触することを余儀なくされるも
の。」

三木清（1937）

　「根源的知識欲とは、まず初めにあるも
のであり、やがて全体へと赴くものです。
それは常に特殊的なものにおいてのみ、つ
まり専門性の手仕事的労働の中で具体化
されるものであるとしても、その専門性は
それが全体の部分であることによって初め
て自らの精神的生命を得ることになるので
す。」　

ヤスパース（1945）

　たしかにそうなっている！　
　今を生きる我々は、専門をついつい「領
域」として捉えがちですが、それは大きな
間違い。閉じた区域ではなく、むしろ全体

（普遍）へと通じる入り口だったのです。果
たして、今を生きる我々の専門観を本来の
ものに置き換えることができたなら、何が
どう変わるでしょうか。文理の壁とて、我が
国においてもほんの19世紀までしか遡れ
ないのですから、これは十分可能な考察で
す。
　まずなんといっても、孤立的に各専門領
域がある（と思い込んでいる）からこそ生ま
れた越境や学際、異分野連携という言葉は
瞬く間に消滅することでしょう。自分（の専
門）が何を当たり前とし、それは実は他専
門の探求の結果なのだとしたら、いったい

何がどういうふうに他の専門の道とからみ
あっているのか。互いを互いに根拠付け、
ときに離れ、ときに共同し、歴史的で複層
的な関係性の中に我が問いが存在してい
る…。道としての専門は、他と交差すること
で探求の大山における自分の位置を自覚
的に把握します。なぜなら、山頂を目指す
のはなにか確固たる答え（真理）を希求し
てのことではなく、自分（たち）が歩いてき
た道を俯瞰することこそが目的なのですか
ら。局所から入り大局を感受することでこ
そ、自分でありながら自分ではない全体と
しての物語を語れ、物語として生きられる
ようになる。研究（個別科学）が学問（全体）
になるのはこの地点においてであり、私は
学問論という研究を通じ、大学が学問を取
り戻す、ないしは学問がその本来あるべき
席に戻ることを目指します。
　以上、京都大学アカデミックデイ2023
発表資料（2023年9月24日）より抜粋しま
した。本文では、図と表を使って、上記を説
明しています。

（右記より無料にて
ダウンロード可）

専門とは何か
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　高大接続改革等の進展を背景に、一斉
に客観的な知識を問う従来型の大学入試
は、いまや多様な入試形式の一部にすぎな
くなった。代わって、個々の大学が独自の
アプローチにより受験生の意欲や学びに
向かう姿勢などを多面的に評価する新た
な入試が拡がっている。かつて画一的だっ
た大学入試は、多様性と柔軟性を重視する
方向に着実に進化している。
　これからの大学は、高等学校とも連携
し、受験生一人ひとりの能力・適性をきめ
細かく見極め、入学後の伸びシロも展望し
丁寧に評価し判断することになるだろう。
この方向はいわゆる名門大学でも変わら
ない。短期間の瞬発力や一発勝負は通用
しなくなるわけだ。若者にとって大学入試
は大きなライフイベントである。受験勉強
は一朝一夕で終わるものではない。大学入
学後も含めた長期的な目標達成への道程
として捉えるべきであろう。
　ところで、成功の鍵になるのは、才能や
呑み込みの早さ、瞬発力ではなくGRIT(グ
リット)にあるという考えをご存知だろう
か。GRITは日本語で「やり抜く力」とされて

いる。ペンシルベニア大学の心理学教授で
あるアンジェラ・ダックワース博士は、GRIT
の重要性を科学的に究明したことで知られ
ている。博士とその研究については、以前、
東北大学の入試問題でも取りあげられた
こともある。博士は、GRITに関する研究の
功績が認められ2013年に米国で天才賞
といわれているマッカーサー賞を受賞して
いる。博士の著書は世界各国で翻訳・出版
されており、我が国でも邦訳が出版されて
いる(神崎朗子訳、ダイヤモンド社、2016
年)＊。TEDトークの視聴回数は1300万回
に及ぶ。
　余談になるが、私がGRITについて知る
ところとなったのは、勤務する東北文化学
園大学の加賀谷豊学長が式辞の中で紹介
されたことによる。加賀谷学長は、先ず入
学式の訓示の中でダックワース博士の研
究やGRITの重要性を説かれた後、新入生
に卒業後の理想の自分を想像する時間を
与え、その後GRITにより「なりたい自分」の
実現に向かって地道に努力することの大切
さと大学の役割を説示されていた。
　GRITに関するダックワース博士の研究

を簡単に紹介すると、その要点は、学問を
含むあらゆる分野において成功している
人は、知能指数が高いとか、特別な才能に
恵まれているのではなく、長期的視座で
目標を設定し、その実現に向けて「情熱」と

「粘り強さ」をもって継続的に努力し、苦難
に立ち向かい困難を乗り越えた人だったと
いうものだ。この「情熱」と「粘り強さ」を構
成要素とする力がGRIT(やり抜く力)なの
である。GRITは先天的なものではなく、い
つからでも獲得でき、さらには向上させる
ことができるとされる。著書には様々な実

証研究やエピソード、GRITの伸長方法や
測定スケール等も紹介されているので一
読をお勧めする。
　大学受験生にとってもGRIT(やり抜く力)
は非常に重要であると言える。単なる知識
や才能だけでは目標は達成できない。長期
的な視座、継続的な努力、熱意と粘り強さ
こそが、成功につながることを改めて強調
したい。

※アンジェラ・ダックワース著　神崎朗子訳『GRITやり抜く力』ダイ
ヤモンド社 2016年

（学）東北文化学園大学評議員・
大学事務局長、弊誌編集委員

小松　悌
や す ひ ろ

厚さん

Profile
1989年東京学芸大修士課程修了、同年文部省入省、99年在韓日本大使
館、02年文科省大臣官房専門官、初等中等教育局企画官、国立教育政策
研究所センター長、総合教育政策局課長等を経て22年退官、この間京都大
学総務部長、東京学芸大学参事役、北陸先端大学副学長・理事、国立青少
年教育機構理事等を歴任、現在に至る。神奈川県立相模原高等学校出身。

杜 の 都 の 西 北 から 第3回

書評雑賀恵子の

　日常ぼうっとしているような時でも「お腹が空いたな」
とか考えているものだし、「先週食べた焼肉は美味しかっ
たな」とか思い出したりする。わたしたちは、自分と自分
以外のものとの関係を言語によって繋いでいる。また、
言語があることで、過ぎ去ったことや未来のこと、ここに
ないものや抽象的なものを考えることができる。思考す
るとは言語で世界を切り取って区切り、形づくっていくこ
とだ。そして言語による思考は、その言語を理解する他
者に伝達できる。だから、社会を作り、文化を作って、そ

れを発展させることができる。言語は人間を人間たらし
めるもののひとつだ。まだ言語を持たない赤ん坊は、自
己と世界をどのように捉えているのか、わからない。子ど
もは、どうやって言語を身につけていくのだろうか。
　当たり前のように使っている言語というものを改めて
考えてみると（考えるということも言語があるからなの
だが）実に不思議で面白い。言語とは、なんだろう。
　本書は、オノマトペを手掛かりに言語とはなにかを探
る。そして子供の言語習得の過程をオノマトペとアブダ
クション（仮説形成）推論に軸をおいて分析しながら言語
の成り立ちや構造を考察し、さらには言語が体系に成長
していくことを見通す。とりかかりの根底にあるのは、認
知科学やAI研究での大きな課題である「記号接地問題」
だ。言語体系にある記号（たとえば「りんご」という文字や
音）がどのようにして現実世界の対象、意味と結び付け
られるのかという問題である。ことばを使うために身体
経験が必要かどうか、ということから、感覚イメージを写
しとるオノマトペの「アイコン性」を取り上げ読み解いて
いく。オノマトペを言語の10種類の特性（言語学でスタ

ンダードとして論じられる十大原則）と照らし合わせると
ほぼ言語であると言えるのであるが、言語の特性からは
み出たところは、身体と抽象的な記号体系である言語と
の間を埋めるものと考えられる。
　著者の今井むつみさんの専門は認知科学・言語心理
学・発達心理学、もうひとりの秋田喜美さんは認知・心理
言語学。認知科学と言語学が合わさって、オノマトペを
手掛かりに言語を探求する手法は、新鮮で実におもしろ
い。著者たちは、オノマトペを分析しながら次々と湧いて
くる問いと格闘し、きり捌いていく。そしてついには言語
の発生までたどられ、人間がどのように進化していった
のか、人間というものについてまで展開される。最後に、
著者たちは、独自の言語の本質的特徴を７つに絞って提
唱する。
　日常何気なく使い、あたりまえのように受け取ってい
る音の「感じ」がこれほどまで深く掘り進められるのは驚
きでもある。本書を読みながら、読者もまた、いろいろな
方向に知的興味が喚起されるだろう。わくわくするよう
な冒険に誘うスリリングな書である。

今井むつみ
秋田喜美
中公新書、2023年

言語の本質
ことばはどう生まれ、
進化したか

雑賀　恵子
京都薬科大学を経て、京都大学文学部卒業、京都大学大学院農学研究科博士課程修了。大阪産業大学他非
常勤講師。著書に『空腹について』（青土社）、『エコ・ロゴス　存在と食について』（人文書院）、『快楽の効用』（ち
くま新書）。大阪教育大学附属高等学校天王寺学舎出身。

やはり大切なのはGRIT（グリット）

　コロナ禍で加速した大学DX。少し以前から大学で
は、動画コンテンツの充実が図られていて、それが
DXの加速の一翼を担っていることは間違いない。コ
ンテンツには大学広報全般から受験生に向けた広
告宣伝を目的にしたものを中心に様々あるが、コロ
ナ禍を経て、今やおびただしい数の動画コンテンツ
が全国の大学サイトを埋める。かつては広告宣伝に
は地味、と言われてきた国立大学においても例外で
はない。
　こうした中、京都大学は11月1日から、京都大学
の動画コンテンツを一元的に表示するポータルサ
イト、KyotoU Channelを開設した。京都大学公式

YouTubeチャンネルのほか、学部・大学院などの
YouTubeチャンネルの動画約4,000本（2023年
11月1日時点）のリンクを一元的に表示する。
　既存のシリーズ動画に加えて、新たに月間特集を
組むほか、新シリーズとして「京大先生、質問です！」を
月1本のペースで配信する。これまでの人気動画や
おすすめ動画なども検索しやすくなる。また2005
年にスタートした京都大学オープンコースウェア

（OCW）の動画にもアクセスできる。京都大学では
これを期に、研究者や学生をもっと身近に感じても
らい、これまで以上に京大の知を社会に還元してい
きたいとしている。

京都大学が動画コンテンツを一元的に表示するポータルサイト、
KyotoU Channelを開設

https://www.channel.pr.kyoto-u.ac.jp/
公式HPからもアクセスできる。

動動画画発発信信ウウェェブブササイイトト

ににつついいてて

1
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